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整 理 番 号  2024M-010 

補助事業名  2024年度 子どものアバター活用拡大に向けた先生支援強化 

（最終年度総括）補助事業 

補助事業者名  一般財団法人ニューメディア開発協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

より多くの子どもが最新のICT機器の使い方やアバターでの学校生活参加手段を

知ることで学校生活に参加できるようになり、また、学校の先生も自主的にアバタ

ー関連情報を入手し多くの子どもを支援できるよう、かなめとなる先生支援に重点

を置き先生の自主独立での子どものアバター利用拡大を目指す。 

 

（２）実施内容 

① アドバイザリーボード 

専門家によるアドバイザリーボードの指導・助言のもと、全体事業を推進。 
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② 新たなアバター利用促進につながる先生の「交流」機会拡大、普及促進、啓蒙活動 

ア 過去のノウハウ、実績の整理 

（ア）サイト掲載事例分類・整理 

これまでの活動で蓄積した約100件にわたるコミュニティサイト掲載の「特別支

援学校でのアバターロボット活用子ども支援実践事例ビデオ」を、事例活用した

い先生をはじめとする関係利用者が、目的に応じて検索・活用しやすくするため、

これまで案件毎に付与しているキーワード（病気療養、学校行事、作品展 等々）

に加え、「文科省 遠隔教育システム活用ガイドブック 第3版」で規定されてい

る10個の「遠隔教育の分類」のどの項目に準拠しているかを明示し、活用目的に

応じた、より円滑かつ正確な案件検索を実現した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アバターロボット活用子ども支援実践事例ビデオ 一覧（抜粋） 

 

 

遠隔教育システム活用ガイドブック
「遠隔教育の分類」項目 
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（参考） ≪遠隔教育の分類≫ Ａ～Ｃ（10分類） 
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（参考）約100件の「特別支援学校でのアバターロボット活用子ども支援実践事例ビデオ」

サイト掲載（抜粋）https://avatar-tele-edu.com/example-list/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://avatar-tele-edu.com/example-list/
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イ 先生の「交流」機会拡大、普及促進、啓蒙活動 

一般社団法人日本育療学会、全国特別支援学校病弱教育校長会、教育委員会、

関連機関、及び特別支援学校現場と連携しながら、アバターロボット、メタバ

ース等、ICT活用での「地域発信イベント」、「メタバース活用」等を通して、先

生間をはじめ、様々な関係者との交流機会拡大、それを通した促進普及促進・

啓蒙を実施した。 

 

（ア）【地域発信イベント ～秋田～】 

秋田の魅力を、地域の中核である「秋田大学」を中心に、秋田の魅力（竿

燈まつり、動物園、水族館、かまくら祭り 等）を全国に発信。 

アドバイザリーボードメンバー秋田大学藤井教授、先生を目指している秋

田大学学生がメインに運営を担当し、今後も継続的にICTを活用した地域魅

力発信・交流を行うための体制を構築した。 

秋田竿灯まつりの例を示す。 

 

●日時：2024年 8月 4日（日）、8月 5日（月）19:00～20:35 

●場所：秋田市 竿燈大通り  

●参加者：秋田県内、全国の特別支援学校、施設子ども等 

遠隔操作者：21名、視聴参加者：約 120名（8/4約 65名、8/5約 55名） 

 

    
 

 

 

  

 

 

地元有力紙 秋田魁新報への 

記事掲載(8/6朝刊) 

遠隔ロボット操作の子どもへの 

まつり配信と秋田大学生との交流 
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（イ）【地域発信イベント ～札幌～】 

＜１＞さっぽろ雪まつり 配信、交流 

秋田に続く「継続的な地方発信体制構築」に向け、札幌の魅力を北海道

手稲養護学校三角山分校（札幌）の先生と全面連携し、一般社団法人札幌

観光協会の支援のもと、雪まつり会場に行けない子どもたちがアバターロ

ボットを使って人気の雪像を見学し、その様子を全国にライブ配信した。 

 

●日時：2025年 2月 10日（月）10:00～14:30 

●場所：札幌市 大通り公園 

●参加者：北海道手稲養護学校三角山分校児童生徒、全国の特別支援

学校、施設の子ども等 

遠隔操作者：15名、視聴参加者：約 200名 

 

北海道手稲養護学校三角山分校児童生徒、全国の特別支援学校、施設

の子ども達が遠隔（自宅、学校、施設等から）アバターロボットを操作

し会場を見学。同時に操作者から見えている会場の様子を配信。 

 

 
青空の下での大雪像ライブ中継開始 
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（ウ）メタバース活用 

 これまで作成したメタバース空間の様々な有効活用による先生間交流を実践 

肢体不自由者サポート機器・教材紹介＆交流会の例を示す。 

 

【特別支援学校先生の自慢の肢体不自由者サポート機器・教材紹介＆交流会】 

特別支援学校先生の自慢の肢体不自由者サポート機器・教材紹介＆交流会 

各校で活用している肢体不自由のサポート機器、教材等を紹介したメタバース

空間にて、展示している特別支援学校先生方によるメタバース内での展示物紹介、

交流会を実施。 

●日時：2024年12月18日（水）10:30～12:00 

●交流、視聴、メタバース体験参加者：全国の特別支援学校先生、病院、施設

を中心に約100名 
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２ 予想される事業実施効果 

①アドバイザリーボード 

・得られた成果を、アドバイザリーボード各メンバーの各専門領域にて展開し、幅広く理

解者、子ども支援実践者を拡大することにより、より多くの「子どもの笑顔」の実現が期

待できる 

・国、行政、教育委員会等の関係部署へのアピールにより、制度、金銭面でのサポートを

推進する事により、現場、サポート者を含めた導入促進が期待できる 

 

②新たなアバター利用促進につながる先生の「交流」機会拡大、普及促進、啓蒙活動  

アバターロボット活用子ども支援実践事例ビデオの、「遠隔教育の分類」に準拠しての分

類・整理に関しては、新たにアバターロボットを活用しようとする先生や関係者にとって、

ダイレクトに求める事例にアクセスでき、その事例では「事例実施に当たって、工夫した

こと、乗り越えたこと」を中心に紹介されており、スムーズな適用が行われ、支援する子

どもの拡大が期待できる。 

  また様々なイベント等の取り組みを通して、子どもが「コミュニケーションに対する

ハードルが下がる」という経験が、本人の自信に繋がり、「次の事を行ってみよう」という

気持ちになっており、総合的に、ソーシャルスキル向上が期待できると共に、取り巻く先

生間の更なる交流活性化も期待できる。 
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３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

ア 「子どものアバター活用拡大にむけた先生支援強化（最終年度総括）」2021年度から2024

年度までの総括レポート 

   https://www2.nmda.or.jp/archives/2394/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.nmda.or.jp/wp-content/uploads/2025/07/2024JKA1-2021FY-2024FY-Summary.pdf
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（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

    なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団  体  名： 一般財団法人ニューメディア開発協会  

（イッパンザイダンホウジンニューメディアカイハツキョウカイ） 

住   所： 〒103-0024 

東京都中央区日本橋小舟町3番2号 リブラビル 

代  表  者： 理事長 永松 荘一（ナガマツ ソウイチ） 

担 当 部 署： 総務グループ （ソウムグループ） 

担 当 者 名： 総務グループ長 高橋 省三 （タカハシ ショウゾウ） 

電 話 番 号： 03-3869-5030 

F  A  X： 03-3869-5029 

E - m a i l： s.takahashi@nmda.or.jp 

U R L： http://www2.nmda.or.jp/ 

 

http://www2.nmda.or.jp/

